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Press Release 

2024 年 1 月 25 日 

株式会社マイナビ 

 

「マイナビ 2025年卒大学生のライフスタイル調査  
～Z世代の就活生の“日常”と“将来”を徹底研究！～」 を発表 

物価高の影響で半数の学生が「食費が上がった」と回答し、一人暮らしでは影響がより顕著に 

共働き希望や子どもが欲しくない学生が増加する背景にも、経済面での不安あり 

 

株式会社マイナビ（本社：東京都千代田区、代表取締役 社長執行役員：土屋芳明）は、2025 年卒の大学

生・大学院生を対象に「大学生のライフスタイル調査 ～Z 世代の就活生の“日常”と“将来”を徹底研

究！～」を実施しました。調査概要は以下の通りです。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査概要】 

＜現在の日常＞ 

サークル・部活動への参加率は 53.6％で、過去最低値となった前年から 3.0pt 増加した。また低迷して

いた「定期的にアルバイトをしている割合」も全体で 80.1％（前年比 8.0pt 増）となり、コロナ禍前の

水準に。25 年卒は、第 1 回緊急事態宣言と同時期に入学した 24 年卒の学生に比べて、入学時の行動

制限が緩和されたことでサークル・部活動への参加率も増加に転じたと見られる。【図 1、2】 

物価高の影響で最も多かったのは「食費が上がった（50.7％）」で、そのほか「学食・生協の値段が上

がった（28.3％）」、「交際（飲み会や外食・レジャー）を控えるようになった（13.7％）」などが上位に

挙がった。中には「大学による食料品支援（100 円朝食、割引学食、食料配布など）を利用した（全体

9.1%、一人暮らし 12.7%）」や「貯金を切り崩した（全体 9.9％、一人暮らし 11.7%）」などの回答もあ

り、一人暮らしの学生で影響がより顕著となった。【図 3】 

人に薦めたいと思うほどに強い好感を持っている人物・対象を指す「推し」がいるという回答は 67.5％

で、前年より 6.2pt 増加した。推しに会いに行ったり応援する活動を指す「推し活」で受けた影響につ

いては「活動範囲が広がった（56.1％）」が最も多く、「交友範囲が広がった（32.7％）」などポジティ

ブな影響を示す項目が続いた。また「お金の使い方に対する意識が変わった（32.7％）」、「美容や身だ

しなみに対する意識が変わった（30.1％）」、「購買意識（商品選択など）が変わった（28.3％）」など、

「推し活」による価値観への影響も見られた。【図 4、5】  

《TOPICS》 

＜現在の日常＞ 

◆ サークル・部活動の参加率は前年比 3.0pt 増の 53.6%で増加に転じる。定期的なアルバイトをして

いる割合は前年比 8.0pt 増でコロナ禍前の水準に近づく【図 1、2】 

◆ 半数の学生が物価高によって「食費が上がった」と回答。一人暮らしの学生は貯金の切り崩しや食

料品支援を利用する割合が高く、影響が顕著に【図 3】 

◆ 「推しがいる」学生は前年より増加。推し活により活動範囲や交友範囲の広がりがあったほか、価

値観への影響も見られる【図 4、5】 

＜将来の展望＞ 

◆ 共働き希望率が 70.0％で過去最高に。「一方の収入だけでは生活できない」「将来に備えて貯金した

い」「一方の収入に頼るのはリスク」など経済的な不安を理由に挙げる学生が増加【図 6、７】 

◆ 「育児休業を取って子育てをしたい」という学生は 59.6％で、男子も 59.5％が育休取得を希望。一

方で、「今のところあまり子供は欲しくない」は増加し過去最高に【図 8、9】 
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＜将来編の展望＞ 

結婚後に共働きを希望している学生が 70.0％で、調査を開始した 16 年卒以来最高値を更新した。男女

別にみても男子は 64.1％、女子は 73.5％と、ともに高い水準となった。理由としては、「一方の収入だ

けでは生活できないから（14.8％）」が最も多く、その他「将来に備えて貯金がしたいから（7.3%、前

年比 1.1pt 増）」や「一方の収入に頼るのはリスクがあるから（9.0%、前年比 1.4pt 増）」などが前年比

より微増し、将来や結婚後の収入に対する不安が見えた。【図 6、7】 

子育てについては、前年からは微減したものの「育児休業を取って子育てしたい」が最多の 59.6％で、

男子は 59.5％、女子は 59.7％となった。一方、「今のところあまり子供は欲しくない」や「子育てのこ

となど考えたこともない」は増加した。子供が欲しくない理由は「うまく育てられる自信がない

（57.4%）」、「自分の時間がなくなる（51.5％）」、「経済的に不安（51.0％）」などが挙がり、子育てに対

し複合的な理由から不安を抱えている様子がうかがえた。【図 8、9】 

 

【調査担当者コメント】 

前年の 24 卒の調査で減少が見られたサークル・部活動、アルバイトなどの活動量は、25 卒では回復

の兆しが見えました。また「推し活」によって活動や交友の範囲を広げているなど、学生時代の経験

の幅がより広く、多様になっている様子がうかがえました。共働き希望の割合は過去最高で、育休取

得希望の割合も男女ともに高水準となった一方、その背景に将来に対する経済面での不安が垣間見え

る結果となりました。大学生活を物価高の進行とともに過ごしている世代でもあり、経済面への不安

が人生観・キャリア観に影響を与えている可能性も考えられます。 

マイナビキャリアリサーチラボ 研究員 長谷川 洋介 
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※調査結果の詳細は会社 HP のニュースリリース（https://www.mynavi.jp/news/）からご確認いただけます。 

 

【調査概要】マイナビ 2025 年卒 大学生のライフスタイル調査 

○調 査 期 間／2023年 11月 28日（火）～12月 25日（月） 

○調 査 方 法／『マイナビ 2025』の会員に対する WEB アンケート 

○調 査 対 象／2025 年 3 月卒業見込みの全国の大学 3 年生、大学院 1 年生 

○調 査 機 関／自社調べ 

○有効回答数／2,337 名（文系男子 366 名 文系女子 1,029 名 理系男子 433 名 理系女子 509 名） 

※調査結果は、端数四捨五入の都合により合計が 100%にならない場合があります。 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 
株式会社マイナビ 

キャリアリサーチラボ 研究員 長谷川 

Email：myrm@mynavi.jp 

 

【当社に関するお問い合わせ先】 
株式会社マイナビ 

社長室 広報部 松田 

Email：koho@mynavi.jp 

https://www.mynavi.jp/news/
mailto:myrm@mynavi.jp
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